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健常者45名（平均年齢は男性23．2歳（21－41歳）、女性23．7歳（2卜37歳））のリアプノフ指数に  しについて検討した0  
喜  【ご議題認諾話語ガ完認諾欝  
な鼻咽腔閉鎖の状態や構音障害をもつ就学前の口蓋裂患児6人に閲し、リアプノフ指数を   
比較した。  
【結果】  












【考察】   

















【結論】   
人間の発話音声にはカオス性があり、カオス性を定量化したリアプノフ指数は体調や日内変動  
である程度変化する可能性はあるが一定の範囲で維持されていることが示された。リアプノフ指  数には性差があり、母音や母音を含む文で高いカオス性が示された。また同時に測定したナゾラ  
ンス値との相関は弱かったことから、開鼻声の程度を示しているのではないことが考えられた。  
これらの結果から、今後様々な検討を加えることで構音障害診断の新たな指標として発展させて いくことができる可能性を見出すことができたと思われた。   














1．リアプノフ指数の再現性   
高圧文より母音や母音を多く含む低圧文にばらつきを認めた。高圧文に関しては標準偏  
差は概ね平均値から2割以内に分布し、良好な再現性を認めた。  





3．口蓋裂患者の音声の特徴とリアプノフ指数の特徴   
開鼻声を有する患者音声のアトラクタは軌道が煩雑であった。男女患児で各母音におい  
てリアプノフ指数のばらつきが認められ、言語治療適応の言語障害を有する患児のリアプ  










る研究であり、本申請論文は博士（歯学）の学位論文に催すると考えられる。   
